
か
ら
、
修
善
寺
大
平
イ
ン
タ
ー
ま
で

自
動
車
専
用
道
路
で
つ
な
が
り
、
伊

豆
が
グ
ッ
と
近
く
な
り
ま
す
。 

 
 

平
成
29
年
度
中
に
は
現
在
工
事
中

の
天
城
北
道
路
や
、(

仮
称)

下
船
原
バ

イ
パ
ス(

矢
熊
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り

136
号
の
旧
甚
五
郎
付
近
に
出
る
新
し

い
道
路)

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
現
在
工
事
中
の
土
肥
新
田
上
の

バ
イ
パ
ス
工
事
も
同
時
開
通
を
目
指

し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。 

※
時
流
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と
計
画
を
た
て
、『
内
陸
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
』
へ
の
参
画
も
含
め
、

こ
の
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
！ 
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議案第 59 号【平成 24 年度伊豆市一般会計歳入歳出決算認定について】 
※歳入決算額 168 億 4,289 万円 ※歳出決算額 155 億 447 万円 
歳入歳出差引総額 13億 3,842万円のうち、コミュニティFM開局助成金、 
土肥総合会館解体工事費などの翌年度事業実施分の繰越財源 5 億 1,483

万円を差し引いた実質収支は、8 億 2,359 万円の黒字になりました。 
議案第 76 号【平成 25 年度伊豆市一般会計補正予算（第 3 回）】につい

て、歳入歳出 6 億 8,472 万 2 千円を増額し、歳入歳出予算それぞれ 163
億 790 万円にするものです。市内公的病院である日本赤十字病院と中伊

豆温泉病院に対する救急医療体制の強化や、住民の安全・安心にかかわ

る防災対策事業、そして修善寺温泉街の一方通行化に対応した遊歩道の

整備などの観光施設管理事業等です。すべての議案は可決しました。 
 
 

『
伊
豆
市
関
連
道
路
整
備
情
報
』 

伊
豆
中
央
道
路
・
修
善
寺
道
路
が
来
年
度

の
『
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
』
か
ら
最
大
半

額
に
な
る
よ
う
に
実
施
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
、
と
い
う
記
事
が
伊
豆
日
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
の
議
会
で
も
、
回
数

券
方
式
で
160
回
券
を
購
入
す
れ
ば
半
額
に

な
る
と
い
う
説
明
が
、
県
の
職
員
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
の
社
会
実
験
を
経
て
、
東
駿

河
湾
環
状
道
路
完
成
に
合
わ
せ
、
住
民
の
要

望
に
応
え
前
倒
し
す
る
こ
と
に
し
た
と
の
事

で
す
。
伊
豆
中
央
道
路
・
修
善
寺
道
路
事
業

を
一
本
化
し
て
、
2023
年
度
中
の
償
還
（
無
料

化
）
を
見
込
み
、
江
間
交
差
点
の
立
体
化
・

フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
化
も
同
事
業
で
行

う
事
業
計
画
変
更
案
を
、
県
議
会
に
提
出
し

ま
し
た
。
本
来
の
料
金
徴
収
期
限
は
伊
豆
中

央
道
路
が
2015
年
3
月
末
、
修
善
寺
道
路
は

2025
年
8
月
末
だ
が
、
両
道
路
の
建
設
借
入
金

の
償
還
に
合
わ
せ
て
同
時
無
料
化
す
る
た
め

に
伊
豆
中
央
道
路
で
有
料
期
間
が
延
長
さ
れ

る
一
方
、
修
善
寺
道
路
で
は
短
縮
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
伊
豆
中
央
道
路
の
自
動
料
金
所
も
有

人
に
な
り
、
最
初
に
回
数
券
を
渡
せ
ば
、
そ

の
ま
ま
通
行
可
能
に
な
り
ま
す
。 

東
名
・
新
東
名
高
速
道
路
沼
津
イ
ン
タ
ー 

     

 

Vol.4 号 

9 月議会 
 

 

 

７月の大雨で大きな被害を受けた西伊豆町に災

害ボランティアとして参加しました。すべてが手作

業の為、重労働でした。地元では、狩野川台風以降

大きな水害はなかったそうです。近年ゲリラ豪雨も

頻繁に起こっていますので、いつどこで災害が発生

しても不思議ではありません。伊豆市では災害ボラ

ンティア登録を準備中です。興味のある方は、伊豆

市社会福祉協議会までご連絡を！ 

現在の江間交差点を立体化してフルインターチェンジ化 
写真奥の自動料金所も有人料金所として回数券で対応予定 



                           

は 

                   

 小長谷順二 通信     

Ｑ. 市政 10 周年を迎えるにあたり 
A. 人口減対策として、雇用創出、所得向上、定住促進の三つの重点対策

では、不十分と考え、市民参加型パンネルディスカッション（未来づくり

大作戦）を 1 年かけて実施していきたい。『大人が楽しそうでなければ、若

い人たちが楽しい未来は描けない。われわれは若者の、若者は子供たちの

目標とならなければならない。私たちが楽しく、幸福感を感じられるよう

なまちづくりをやっていきたい』と、専門家を交えて【教育】【まちづくり】

などの重点テーマごとに年 3 回程度開催し議論を深めて行きたい。 
 

Ｑ. ゲリラ豪雨対策について 
A. 災害対策本部をすみやかに設置した後、災害時に於ける応急対策業務に関する協

定を建設業組合等と結んであるので、重機等で復旧に対してすばやく対応する。 
・ボランティアの受け入れに対しては、社会福祉協議会で伊豆市災害ボランティア

センターを立ち上げ受け入れ態勢をおこなう。またマニュアルも出来上がっているの

で伊豆市と協議して、場所等の状況を考慮して設置をおこなう。平成 23 年度から立

ち上げ訓練を実施しているので、いろいろな状況を想定して、訓練を積み重ねていく。 
・土肥地区の陸閘閉鎖の水はけ問題は、小さな河川にもタラップゲート（水の力で

開閉する水門）を採用し、陸閘が閉じたままでも、雨水が貯まらないようにしていく。 
 

Ｑ. 南海トラフ巨大地震発生時の食料備蓄について 
A. 食料備蓄の条例化（努力目標）を検討し、3 日間程度の食料・飲料水などを企業

や家庭でそれぞれ備蓄していただく努力をお願いしていく。 
・現在の伊豆市保管の食料備蓄は、アルファ米が 1 万食。サバイバルフーズ 2 万食。

アルファ米は期限が 5 年なので、年に 2000 食を更新しています。土肥地区の備蓄食

料は、津波被害対策として、今後は防災倉庫に分散して備蓄する。今回の補正予算（3
回）で、防災備品消耗品として、飲料水用のペットボトルも追加する事としたので、

伊豆市としても一定の食料備蓄を今後も継続的におこなっていきます。 
・自治会での食料備蓄は、防災敷材の整備の品目に非常食の申請が出来るので、全

額補助ではないが、援助する事は出来るので、少しずつ進めていただきたい。 

 


